
122　循　環　制　御　第19巻　第1号（1998）

酬

第2回アジア心臓麻酔学会印象記

多田恵一＊

　第2回ASCA（Asian　Society　of　Cardiothoracic

Anaesthesia：アジア心臓麻酔学会）は，北海道大

学の汚物　修会長のもと，第10回ASEAN麻酔学

会（ACA）とのジョイントで，1997年12月3日

一7日の第1日目をあて，タイ北部の古都チェン

マイで開かれた．第1回ASCAも晒物会長のも

と，やはりACAとのジョイントで，1995年シン

ガポールで，開催されたばかりであり，ASCAは

まだ出来立ての若い学会である．アジア地区の心

臓麻酔の向上を通して人類の平和に貢献し，アジ

ア地区の若い医師の間に理解と友情が深まること

を期待するため（画幅教授），アセアン各国の麻

酔学会をはじめ，日本では日本心臓血管麻酔学会，

日本循環制御医学会そして，米国のSCA
　（Society　of　Cardiovacular　Anesthesiologists）など

の強力な後押しで設立された由である．

　チェンマイは約100万の人口を有する北タイ第

一の都市で，バンコックから北方710㎞のMae

Nam　Ping（ピン川）の畔に位置し，飛行機で1

時間，車だと約10時間かかる風光明媚な古都であ

る．ここは現プミポン国王の父にあたられるマヒ

ドン皇太子が米国ハーバード大学医学部を卒業し

た後，臨床活動をした由緒あるMcCormick病院

のある土地である．後に彼はバンコックにマヒド

ン医科大学を創設し，タイ国の医学の父と崇めら

れている．その弟子たちが今学会を主催したわけ

であり，世界に冠たるHospitalityを誇るタイ王国

麻酔学会（The　Royal　College　of　Anesthesiologists）が

総力を挙げた学会であった．12月3日の終日，第

2回ASCAが行われ，下物会長の挨拶のあと，

UCSFのMangano教授によるNew　advances　in　the

treatment　of　myocardial　infarction　and　strokeの約120

＊社会保険広島市民病院麻酔集中治療科

分におよぶ大プレーナリ（2番目の演者の

Herscovitw教授の講演を含めたため）が行われた．

心疾患を有する非開心術後1週間のβプロッカー

使用で術後2年間の心血管系合併症が有意に減少

する・あるいは，周術期のadenosine　regulating

agentsの使用で術後30日以内の心筋虚血，心不全

及び死亡などの合併症を有意に減少させるという

4000症例をとりいれたメタアナリシスの紹介など

があった．この後，帝京大学新見先生のExtra－

corporeal　membrane　oxygenation　；　Problems　and

Future　Trend，筆者のFast　Track　Cardiac　Anesthesia

の2つのプレーナリで昼を迎え，午後はPerio－

perative　Management　of　Adult　Cardiac　Surgeryのシ

ンポジウムがあった．これには，日本から北海道

大学の太田先生，東京女子医大の野村先生が加わ

り，術前評価（マレーシアのMohandass先生）

から，麻酔法の選択（フィリピンのMenor先生），

モニタリング（太田先生），CPBからのウィーニ

ング（タイのUngkab先生），　CABGにおける術

中虚血のTEEによる評価（野村先生），術後管理

（シンガポールのChen先生）のレクチャーの後，

大変熱心な質疑応答があった．その後，午後3時

より19題の口演と14題のポスターがあった．ポス

ターはとくに発表時間は設定していなかった．う

ち，口演は7／19題が，ポスターは10／14題が日本

からの発表であった（ASCA，　ACA全体のスケジ

ュール表参照）．事務局によると，ASCA，　ACA

を通じて約1000名，39力国よりの参加があり，約

400名がタイ国の麻酔科医であり，ついで，日本

が約70名前後と多く，マレーシア，シンガポール

が各50名，米国，インドネシア，フィリピン各30

名，遠くはオマーン，サウジアラビア，アイスラ

ンド，デンマーク，英国，オーストリアなどから

の参加があった．今回は，タイ国政府，WFSA
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表プログラムの内容

の援助により，ミャンマー，カンボジア，ベトナ

ム，ラオス，バングラデシュ，ネパールから2－

3名ずつ招待していた．学会運営はPang　Suan

Kaew　Hotel　and　Plazaの広大な2フロアーとAn－

nexをうまく使い，展示会場も50社が100のブー

スを出していた．12月5日午後からは，参加者全

員が参加しての今学会最大のソシアルプログラム

“Elephant　at　Work　and　Chiamg　Mai　Night”．この日

はタイ国のプミポン国王の誕生日にあたっており，

タイ北方独特のカントック料理を頂きながらの，

民族舞踏，花火，象の祝賀ムードあふれる交歓会

であった．

　タイ国はこの夏以来未曾有の経済危機に見舞わ

れ，IMF（国際通貨基金）から170億ドルの緊急

援助をうけ，現地通貨バーツは40％近くも下落し

てしまった．この影響は，他のアセアン諸国にも

波及し，今は，お隣iの韓国がこの数倍規模の

IMF援助をうけるに至っている．今回のACA，

ASCA全体を取り仕切ったマヒドン医科大学の

Somsri教授によると，一時は今学会開催を危ぶ

む声もあったが，ほとんどの契約がバーッ危機前

であったため，救われたのとのことであった．

　この度のASCA，　ACAを通じて，アジアの意

欲ある若い麻酔科医世代が確実に育っており，各

国の経済社会背景を異にしながらも，21世紀にむ

けて，Asia　as　Oneの潮流は健在であるとの確信

を得た．

　第3回ASCA（劔物会長）は1999年7月7－11

日マレーシアのクアラルンプールのシャングリラ

ホテルで第ll回ACAとのジョイント開催が予定

されている．
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